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科学， 技術と環境に関する高専生のイメージ
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1．緒言

 近年マスメディア等で環境問題が再ぴクローズアッ

プされている．諸々の環境問題に対する取り組みも

徐々に増加しているようだ．例えば，市民グルーブ等に

よる「牛乳バックのリサイクル」、近郊の森林を散策

し自然を考えることをねらいとする「自然教室」など

があげられる．一方，イベントとして従来からの省燃

費車レースに加え，ソーラーカーレースなども開催さ

れるようになった．

 もちろん，種々の研究桧関においては触媒などによ

る汚染物質の排出削減や風力発電、燃料電池などのク

リーンなエネルギーの開発など工学的側面からの取り

組みも従来から行われている．

 そもそも環境問題が生じた原因は人間活動の増大で

あるといわれている．現在の人間活動は太古と比較し

て．いや産業革命期，もっと最近で十数年前と比較し

ても±曽大していることは誰の目にも明らかであろう．

地球上を移動する人問の数，電気エネルギーを消費す

る数々の家庭用品．24時間営業の商店など列挙の暇が

ない．これら人問活動の増大に科学や技術（teohnol－

○酬）が貢献していることも誰も否定しないであろう．

科学や技術は人間生活を豊かにするものだと信じられ
てきた汎同時に人関の生活，． Xには人類の存在すら
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脅かすものとなった．

 このように環境問題は科学や技術の在り方と密接に

関逗している この環境問題の解決を日的とするもの

に環境教育がある．環境教育は1972年の国連環境会議

を踏まえて1975年ベオグラード憲章が発表された頃よ

り世界で関心を集めるようになった．ベオグラード毒

草は人間の環境に対する厳しい責任や使命についての

基本的な理解を身に付け．環境問題の解決に参加する

ことなどをその目標に置いている．

 日本の環境教育は野外教育，自然教育，公害教育な

どの言業に現われているように帽がありまとまりを見

せていないがI近年環境庁による環境教育の啓桑も進

められている．

先にも述べたが，環境問題を介して人間にとっての

科学や技術の意味や在り方が間直されるようになって

きている．このことはすなわち科学，技術，社会間の

相互関係について考えることであり，科学（Science），

技術（Teohnology），社会（Soc i飢y）の頭文字を取って

STSと名付け，STS教育，STS研究なるものが生まれ，

種々の問題領域に取り組んでいる．

 例えば，科学史，エネルギー政策一技術革新．テクノ

ロジーアセスメント，第三世界の発展，科学的方法な

どが挙げられる．

 STS敦青は1970年代半ばイギリスで科学教青の中に取

り入れられ，現在は米国，カナダなどにも普及してい

る．カリキュラム，教授ストラテジー，教材が研究開発
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され，凹ITではユ988年にSTS的大学院教育が開始され

た．日本においては組織的には行われておらず，ごく

一部の大学の教養レベルでSTS的な考え方を反映した

講義がなされている状況である．

 米国のSTS教育は，現在の科学教育の危機から世界の

経済競争に勝つための方略として位置付けられている

ように見受けられるが，STS教育・は科学者や技術者の

ための職業教育としてのみあるのではなく，この地球

に生きている市民すべてが自分たちの生活，社会と科

学，技術が関わりあっていることを知る責任を負って

いることから万人のためρ改育であると考えられる．

 また，鈴木ら（1990）は環境教青とSTS教育を統合し

た科学文明教青といったものを提唱しI玩境を考える

上では科学や技術ひいては文明そのものについても考

えていく必要性があることを主張している．

 ところで一口に現境問題といっても具体的には多種

多様に存在するが，とりわけ廃棄物の問題に対する考

え方に3R（Reduce，Reuse，Recyc－e）と呼ばれるもの

がある．それは出来るだけごみを出さないすなわち無

駄を無くそうという思想と言ってもよいかと思われ

る．例えば自動卓に関して言えば，桑らない．それが

無理であれば出来るだけ大事に長く使用する、そして

いよいよ自動車1の使命を果たした後は何かに再利用す

る，という具合である．

 しかしながら、現実には自動車に乗りたい人は多数

存在し，メーカーは次々と生産していく、また出来るだ

け長く使用するといったことはせず次のものへと買い

換える．（以前のものは中古早として再利用はされる

が．）そして使命を果たした後は単なるこみと化して

しまい、ほとんど再利用されない．このように一方で

人々は環境問題とは別に自動車の利便性や格好の良さ

に価値を見い出している、

 経済学の立場から佐和（1992）は結局これまでの価値

観が変わらなければ環境は良くならないとし、現実問

題としてその価値観を変えていくには例え1踊幟税と

いったような経済的措置が必要ではないかと述べてい

る、また，STS研究者にも価値観を見直す教青の機会の

必要性を説く人がいる．

 以上より環境問題を解決していくには，人間の意識

の変革が必要であることが認識される．また同時に科

学や技術の力による工学的解決も必要であり重要であ

ろう．しかしながら、特に将来技術者として活躍する

であろう高専の学生に環境問題を知らせるにあたり，

技術的な側面だけでなく鈴木らが主張するように科学

や技術とは何かについて根本的に考えさせることがよ

り重要であると考える．

2．日的
学生に環境問題を知らせていく上では科学や技術に

ついても考えさせて行かなければならない．そのため

にはまず学生が科学や技術そして環境問題をどのよう

に捉え考えているかを調査する必要性がある．本研究

は，学生の科学や技術そして環境に対する現在の認識

を調査することを目的とする．

3．調査内容および結果
実験胴査ごとに方法ならびに結果等をまとめて記

す．

3．1 科学，技術，環境に対する

     高専生のイメージ調査

目的

 高専生が，科学や技術および環境についてどのよう

に捉えているのかを探ることである．科学，技術，環

境といった言業はいずれも広くかつ大きな言葉であ

る．それらを定義させることにより大きな意味を持つ

中のどの点に着目しているのか，あるいはまたどのよ

うな言業を用いて定義しているのかを見ることにより

科学、技術，環境に対するイメージを詞べる．

方法

 機械工学科2年生39名に対し，1992年12月に質問紙

調査として行った．その内容は「科学とは何か」，「技

術とは何か」、「環境とは何か」といった質問に学生

の言葉で自由に記述させた．

結果

 結果は表1にまとめた通りである．

考察

 表1の結果よりI全般に科学を学問あるいは研究の

ことと捉えている学生が16人と多い．また，自然を対

象としていると考え亡いるものがその他を含めて17人

いる．社会的歴史的な認識をしているものは4名だけ

である．「理科のこと」といった回答も見られたこと

から，自然科学とイメージしている学生が多いと考え

らる．特に対象を断わっていない回答でも、人文科学

や社会科学のことを踏まえての回答かは分からない．

 技術については、能力であるといった認識が10名と

比較的多い、逆に方法や手段であるといった認識は4

名だけであった、このことから「技能」と混同してい

るように思われる．また，物作りのことや物作りの精度

のことといったようにいわゆるハードウェアとしての

あるいは工学的な「物」を作ることといった認識の一

方で，「人問社会や地球の環境等をより良くしていく

ための手段」や「生物が自然の資源や法則を最大限に

利用するための方法」といったいわゆる物作りにとら

われない認識も見られた、

 環境に関しては，「周囲の状況、空間」といった漠

然とした意見が目立った．自然を意識した回答が10名

で，人間関係などのことを述べた社会環境や生活景境

のことを言っているものはそれぞれ6名、5名てあっ

一10一



第27巻 科学，技術と環境に関する高専生のイメージ

た。玩境と言うと自然環境をイメージしやすいのでは

ないかと考えていたが漠然とした回答が多かったのは

意外であった．自然環境，社会環境、生活現境といっ

たものをまとめた意味で定義しようとしたからであろ

うか．それにしても「自分（人間）を取り巻く周囲の

状態」など簡単な回答が多かった．このことを考える

と諸々の環境を考慮した定義と言うより，「環境」と

いう字のごとく定義したと言えよう．

3．2自動車間目についてのフリートーク
 一般的に質問紙訓査は，罰査側の意図や言業の被削

査者への一方的な押し付けなどが生じる可能性が考え

られる これでは，被沢登者を沢登者が持っている既

存の枠組みに当てはめる危険性があり1この問題点の

一つの解決策として調査者の介入をなるべく少なくし

て被沢登者に自由に話をしてもらうというフリートー

キングの方法があげられよう．

 そこで，本実験では被師査者4名によるフリートー

キングをおこなった．

目的

 高専生にとって身近な問題と考えられる自動車間題

について，彼らの生の芦を聞くことである．現在社会

問題とされている自動車問題を問題として認識してい

るカ㍉彼らなりの解決方法を持っているか，またどの

ような解決方法を考えることができるかを調べること

である．

 ここでいう自動車問題とは，いわゆるガソリン自動

車による交通享一故の増加，交通渋滞の慢性化，大気汚

染，塵音，廃車による廃業物の増加など，人々の健全

な生活や健康に重夫な負荷をもたらすものを表わすメ

タな言業として用いている．

方法

機械工学科5年生4名に対し，「自動車問題につい

てどのような問題があるか．またそれらを解決するた

めにはどうすればよいか」などの提示文を与えた後，

20分間のフリートーキングを行った、進行役である調

査者はフリートーキング開始時の本実験の趣旨につい

ての説明と終了時の合図，並びに会話中断の際の発言

の性促を除き、被調査者の会話を導くことを避けるよ

うにした．1992年12月実施．被罰査者らの会話を録音

し，プロトコルを採った、

結果

1 プロトコルの抜粋

  ・…・略…・・

r超燃費車とか電気自動車とかは実現せえへんのか

な．だんだん出てきてもええころや．今まだこんなん

あるよって面白半分にやってる様な感じやもんな．」

「車は実際，ガソリンエンジンが一番走りやすい．」

表1科学，技術，環境についての学生のイメージ

質問項目 学生の醐      ㈱象） 人蟹 回答例

真理追及       自然

@          不特定

2 物質の県理の追及など．

4 あらゆることの真理の追及など．

学問研究．その方法   自然

@          不特定

8 自然を知る学問など、

8 人岡が作り出した学間一股など1

科学とは何か 歴史的，社会的観点 4 紬文明社会を築きこれからも発達するものなど∴

星科．技術．物作り 5 理科の中にあるや、技術の一始など．

その他        自然

@          不特定

2 物理的現象の総称など．

5 地球上の全てのものなと、

集回答 3

能力 lO 一部の人間が持つ専門的知識や技能など．

物作り 4 人間の力によって物を作り出すことなど．

物作りの正確さ 3 どこまで正確に作ったりできるかなど．

技術とは何か 方法手段 4 自然の資源や法則を業大限利用するための方法など．

科学の実用化 5 科学で得られた事を何かのために使っことなど．

抽象的回答 6 人から人に伝わりどこでも応用できるものなど．

その他 8 祉会の差2など．

周囲の状況．杢聞・ I4 自分たちを取り巻くものなと．

自然を意選した回答 IO 自然の倣状態，人岡の周りの自然など．

景境とは何か
社会員積 6 人格形成上量も重奏をものなど∴

生活渥境 5 人聞から見た生活の快違さなど、

作業須境 1 物事をする時それに遺した場所

その他 5 維もが常に考疋るぺきことなと、
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「ガソリンの車が全部電気に代わったとしても，やっ

ぱり渋滞するのは一緒や、なんかあれっ？ていうよう

な感じがする．」

「でも，環境問題としては解決してる．」

「いいのかもしれん．軽くなる（軽減される）．」

「でも，今度は電気の需要がすごく増える．」

「火力発電もうちょっと大きくせなあかん．」

「原手力や，足りなくなってきたら．」

  一…・略・…・

2 フリートーキングで取り上げられた主な内容

  ・企業の生産性，利益の重視，リサイクルの軽視

  ・排気ガス規制の強化

  ・電車などの公共交通様関の充実

   自動車主体の道路

   道路の蛭備不備，行政の問題

  ・次世代自動卓の開発

  ・電気自動車のための原発

  ・電気自動車実現後のガソリンエンジン自動章の

   大■1魔秦

   自動車連伝免許の隼崎引き上げ

  ・車が欲しい，いい車に乗りたいという消費者の

   心理，所有欲

   ガソリンエンジン、排ガス技術の行き詰まり

   問題解決への社会的な具対策の遅れ

まとめ

ユ 被調査者は，自動車問題を企業の体制，政治、消

  費者の心理，技術，エネルギーなど多方面の課題

  が互いに複雑に関係している問題として捉えてい

  る．

2．技術的視点だけでなく社会的な視点を含めて解決

  方法を考えようとしている．

3、これで解決できるという明快な解決方法はない一

  方．短絡的にある一つの解決方法だけを考えてい

  るわけではない．

4．「実際に自分が車に乗っている時には環境を汚し

  ているということを考えない．」というように、

  自己を自動車問題に関わっているものの’人とし

  てこの問題を考えており，自動卓問題は彼らに

  とって環境問題を考える上で有効な題材といえ

  る、

3．3 環境問題についての貢聞紙調査
目的

 本論文の上記の罰査や実験では，主に高専生の考

え，意見を拾い上げてきた．文頭で述べたように環境

教青の日的の一つに，環境問題や人と環境の関係につ

いてなどの認識を高めることがあげられ，このことは

環境教育指導資料（中学校・高等学校編）の中の環境

教育の意当と役割において強請されている．しかし，

この目的は決して最終的なものではない．究極の目的

は，この地球に生活する我々市民が環境に対して責任

ある行動をとれるようになること，そして玩境問題を

解決することである．

 このことを踏まえるならば、単に被沢登者の考え，

意見だけを明らかにしようとするのではなく，彼らの

とる行動についても訓べねばならないであろう．そこ

で本調査では日常生活における慕境を考慮した実行に

ついての沢登項日を作り．7件尺度法を用いて自己の

実行を自己評価させた．

 またI

1彼らの環境問題への興味、関心の程度を表わす一

  つの司’能性として環境問題に関するキーワード，

  用語をどのくらい知っているか

2 そのキーワードや用語の事項と毎日の我々の生活

  との関係をどのように見ているか

3 それらの情報を何から得ているか

4 今後，環境問題に関する知識を増やしたいと思っ

  ているか

5 どのような知識を増やしたいか

6 環境問題を解決するにはどうにすればよいと思う

  か

 についても尋ねた．

方法

 機械工学科3年生40名を対象とした質問紐罰査を

1993年2月実施．

竃果

 表2～表7に示す．

まとめ

1 日常生活において身の回りのことで実行できると

思われる項目について、実行度を自己評価させた

結果、半数以上がごみのポイ捨てをしないもしく

は殆どしないと回答している（表2）．しかし，

ごみの分別については実行していると回答したも

のが3割と少なくなっている．ごみの分別につい

ては分別用ごみ箱の設置などの問題もあり，ポイ

捨てするよりはとりあえずごみ箱に捨てるほうが

よいという状況もありうるだろう．フロン人スプ

レーの不使用に関しではおおむね異行がなされて

いると思われる．節水，節電の項目で実行と不実

行が半々と回答した者の割合が高いが，この不実

行を確実なものとしていくことが票境教育の日指

すところである．

表3より酸性雨，海面上昇，オゾンホール，異常気

象，熱帯林のそれぞれについて半数以上がその語

句の内容を知っているとしている．更にそのうち

の半数以上が酸性雨，オゾンホール，異常気象の
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表2 日常生活における実行

単位：人 括弧内：全体に占める割合（％）

ごみをごみ箱 ごみを捨てる 節水する 節電する フロン人スフ 再生殺を使っ 朝シヤンしな

以外にポイ捨 とき分別する レーを使わな い

てしない い

必ず実行
5 4 6 4 22 0 25

（12．5） 110） 05） （工O） 155） lO） 162．5）

かなり実行
18 8 10 8 9 4 10

（45） （20） （25） （20〕 （22．5〕 （10〕 く25）

半々
11 I6 14 17 5 18 3

｛27．5） 140） （35〕 ｛42．5） （12．5） ｛45） 17．5）

あまり実行せ 6 ユ1 7 9 2 12 1

ず （15） 127．5） 117，5） （22．5） ｛5） （30） （2．5）

まったく実行 O 1 3 2 2 6 1

せず ｛O） 12．5） （7．5） （5） ｛5） ｛15） 12．5）

表3 環境問題の知識と生活の関係

単位：人括弧内1割合（％）

内容を知っている 聞いたことがある 聞いたことがない

着目の生活に漂く 毎8の生活に”係 轟目の生活に四係
関係 なし

酸性雨
35｛90． 0〕 4（10． 0） O｛0）

一一・i一一・一・．一1一一一   …      一．■一‘・．・・一i．一一 ・   ・●1． 一一一一一・一一・i－1 一 一 一 一   一 一 ’   一   ． ・ ・   …               一 一 ． 一   一   一 一 ・ ・ …           一   一 一 ．

18｛51． 4） 13（37． 1〕 215． 7）

海面上鼻
29｛72． 5） 11｛27． 5） O lO）

一 一 一 一 ・ ． ‘ 一 一 一一 一 ・ ．一    ■一 一 …       i． 1 一 一 ■ ■ ・ …       ．    一 ． 一 一 一一 i 一 一 一一 一 一 一 一 ． ・ i ‘ i 一 一 ． 一一 一一一 一 一    ・・ 一 ・・ i 一 一一一・ ■ ・・ 一 ．

6（20． 69） 9（31． O） 8127． 6）

オゾンホール
27（69、 2） 1O（25． 7〕 215． 1）

…      一I一一一・一・ ．一一…        一・一■一一・・・ …      一■一I   ・’・i i一一一一 一一一・・ 一一 一 一 一 一 一一 ‘ ・ 一 ・ ・ ． ． 一    ． 一 一 ■ 一・ ■・ …       ． ． i 一一

14｛50） 8（28． 6） 3（1O． 7〕

長常気食
26166． 7） 13（33． 3） 010）

一一一一 ． 一 i ■ 一■ 一 ■ ・ ・ i    ■ ・・ …       i・一 一一 ・ …       一一 ‘    一 ．一 一 一 ■・ i I 一 一 I 一 一 一■ ・一一 ・一一・一一 一 一 ■・一    ・・‘・‘・■■一一■・．・i ■

14（51． 8） 12｛44． 4） O（0）

熱帯林
25｛62． 5〕 13（32． 5） 2（5． 0〕

‘一一 一■…      一一一一…         ．．一一…      ‘…      一一一・■一・   ・．i一一一・一一‘‘一 i一一一 ．…    ．一．’…    ．・‘・  一一一一一一．…    i一‘一・■

0（O） 0（0） O｛0）

代替フロン
I5｛38． 5） 14｛35． 9〕 10｛25． 6）

． ． 一一 ■ ■ ・ 一 一 i i 一一 ■…          一一■ ■・‘ …       一一 1 一■一 ■    ・ ．・ ‘・ i一 一 一 一一一一 … 一一■一■一‘■・・・・・・   ・…      一■■■■111・・一■

4（26． 7） 6（40） 4（26． 7）

沮室効果ガス
14｛35． 9） 15（38． 5） 10｛25． 6〕

‘i■一一一・I・．‘■一一一   ・一一‘．一・・・…      ．‘‘i一■   一．・一・…      一．i一一一■一 ‘i i 一・．’． i 一 一 i ■一    ・…       一‘・‘一 ■ ■・一・．．

2｛16． 7） 7｛58． 3） 2116． 7）

13（32、 5） 9｛22． 5〕 18（45． 0）

エコマーク i・■・・・…      一一一・■…        ■一■■．’・・i－i I－1■■   ■●一・一一一一I一一■■■一■ i ・・ i． 一 ・ ・i一一…          一 一一 一一 一i・‘・ ■ ■…       一

4（33． 3） 6｛50） 2116． 7）

10（25． O一） 23（57． 5） 7117． 5）

ダイオキシン ■ I 一 一 i －i一一 ■ ・一…          ■．一・ I■・一一 一一一 一一一一 ・一    ・’一 一 一一一 一 一 ・ ・ ‘ i … 一 一 一‘．・ ’ ・i i・ ． 一 i    ■一 ． I一■ ・・一・．・一 一・一

3（42． 9） 3（42． 9〕 1‘14． 3）

スリーマイル 6115． O〕 5｛12． 5） 29（721 5）

一一 ・ 一・ ・ 一i■一一一■・ …          ‘■■■1’1・・ 一・一一一一 一    ・ ’一一一一一 一 一一 一 一 一 一一一 ■一口一一■一■■・一■1・   ・一・‘・一■一一一一一一一・i
島 0｛0） 1｛33、 3） 2166． 7）

国連賀境計面
2（5． 1） 17（43． 6）

・ ・ 一 1 一一 一 一 一 ． 一 ．一 i．    一一 一 一 i ． ．‘ ■ ・・ 一・ ・ ‘I i 一    一 ． 一 一 ■ ● ・ ． 一 一 ■ I 一 一 一一 一 一．一i－i一一一一一一■

20（51 3）＿■＿… 一‘＿二＿＿＿＿＿

0｛0〕 O｛O） O（0）

ナショナルト 2（5． 0） 605、 0） 32（80． 0）

■一一・一・i一■■一一…        ■■一■1・一．一一一一一…      i一   ■，・・■一一・一I－1一一一i i － 1一一 ‘’ ・ ‘一一一一一    一 一一一・一 一・ ・i・一・‘・i

ラスト 0｛O） O10） 1｛50）

1（2． 5） 32180． O） 7（17． 5）

oP＾ ■一・一一・一一一■一一・i．   ■一・・一・一．一■一．i．一一■・   ・■．1一．一一一一■一一一一一 …      一一・‘■一一一一…        ■‘一■・■■一一一一■‘一一

O｛O） 010） O‘O）

寛境改育
1｛2． 6） 16141． O） 22｛561 4）

一一一一一一一・■一■・一■一   一・一…      一‘■1一■一一一一一 一   一一I一一一一一一 一一一・一一 一 i－I■一一‘一一一一一一・   ‘一一一一一一一i■・一…      I

1＝50） 0（0〕 1（50）
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表4 知識の情報源

情報源 人数

テレビ 37
新聞 32
雑誌 24
本 20
漫画 9

学校の授業 6

家の人の話 5

ラジオ 3

友達の話 2

表5 情報を増やしたいか 表6増やしたい内容

人数

とても増やしたい
 I4
i35）

少し増やしたい
 14
i35）

どちらでもない
   11

i27．5）

あまり増やしたくない
1

（2．5）

まったく増やしたくない
 0
i0）

但し，括弧内は全体に占める割合（％）但し，括弧内は全体に占める割合（％）

項目 人数

オゾン眉破壊 7

温暖化 」3

森林伐採 3

環境問題全般 2

異常気象 2

酸性雨 2

消費活動 2

生態系 2

水質汚濁 1

原発 1

宇宙開発 I

日常生活の加被害 1

その他 1

表7 解決策

解決策 人数

現境問題について興味と知識を持つ 14
日常生活を気をつけて実行 14

政策的，法的解決 6

人口を減少させる 5

技術的解決 5

生活レベルを落とす 4

何をやっても解決しない 4

第二の地球を開拓する 3

自然の大切さ素晴しさを体験する 1

資本主義をやめる 1

 問題は、毎日の生活に関係が深いと認識してい

  る．これらの問題はマスコミでもよく取り上げら

 れ，また気象の変化は肌でじかに感じることがで

  きるので直感的に感じていることも考えられる．

  また，エコマークを知らない者が半数近く，ス

  リーマイル島という語句を聞いたことがない者が

  7割以上もおり，筆者らは被胴査者らにもっと環

 境問題で論じられているテーマや使われている語

 句を知ってほしいという感想を持つ．そして、こ

 れらの問題と日常生活との関係を認識してほしい

  と考える．また表4よりテレビ，新聞をはじめと

  したメディアから環境問題についての情報を得て

  いることがわかった．

3．環境問題に関する情報や知識をもっと増やしたい

  と思っている人は7割おり，この問題に興味関心

  を持っていることが例える（表5，表6）．その

  内容は．温暖化，オソン眉破壊など最近よく話題

  となるものが多くあげられている．また，自分が

  環境に対してどのような害を与えまた与えられて

  いるかといった自己の生活と環境との関係にっい

  て知りたいというSTS的観点とも言える意見もあっ

  た．

4．彼らの考えた解決策には，人問の姿勢や行融の変

  容に訴えるものが圧倒的に多く見られる（表7）．

  気持ちを変えればいいんだ，ごちゃごちゃいって

  いる間に実行すればいいんだといとも簡単に述ぺ

  ている意見が見られたが，人の行動の変容のメカ

  ニズムの解明は心理学の歴史とともにあるといっ

  ても過言ではないであろう．逆に技術を駆使して

  解決できるとしたものは5名と少なかった．

 また，何をやっても根本的に解決しないという

非建設的な意見も見られた．しかし，本当に解決

しない問題なのであろうか？適切に機能する高度

技術社会は存在しないのであろうか，これがSTS

教育，研究のテーマなのである．地球はもうだめ

だから第二の地球を開拓する，人口を減らせばい

いといった非現実的なSF的な意見も見られた．

4．緒言
学生の科学，技術に対するイメージは一言で表わす

 と自然科学，物作りの職人芸といった傾向が見られ
 る．

・科学，技術と社会との結び付き，環境問題と生活と

の関連を捉えた回答はあまり見られない．

 自動車問題のような問題を広い視野で捉え，その複

雑な構造を麗、謝している．
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破らは環境問題に興味を持ち、知識や情報をもっと

得たいと思っており，また彼らなりの素朴な環境問

題に対する解決策を持っている．

以上のことが本訓査実験より緒言される

 科教研報 Vol．6No．5

10）ジョン＝ザイマン（竹内・中日課）

 科学と社会を結ぶ教育とは 産業図書1988

5．今後の課題
 今回の集計，分析から筆者らはI高専生の得ている

知識は巨大メディアの情報を直接的に受け止めすぎて

いると感じている．例えばテレビによる報道では，原

発問題であれば放射性物質や放射能汚染についてはよ

く聞かれるが温排水によ・る生態系の変化についてはほ

とんど聞かれない．また，空缶等のリサイクルは一般

には肯定的であるが最近ではエネルギー消費の観点か

ら否定的な見解もある．つまり集者らは，ある一つの

情報を鵜呑みにすることに危機感を持っているのであ

る．このような知識の有無と情報源との関連など、今

後検討する必要があると思われる1

 各実験調査の対象学年が異なっているため，学年間

の違いを考察することが今後の課題としてあげられよ
う．

 本舗文の調査実験を通して，学生に科学，技術を社会

との関係という視点で捉えることを促す方法を見い出

していきたい．

 尚，本胴査実験はプレテストであり被罰査者数が少

なく，今後この結果をもとに訓査項目等について検討

し更に調査を進めて行きたい．

 最後に罰査実験に協力してくれた学生諸君に感謝す
る．

 参考文献

1）Ch㏄k D．W－m㎞㎞1g Con血。－i冊iy abo山Soi㎝㏄，

 T㏄㎞ology，目皿d Sooioty Eduo越ion S血te U｛ve耐ity of

 N6w Yo－k P蛇s5

2）原田智代・鈴木書次 大学教育におけるSTS教育の

 実践 科教研報 Vol．6No．5

3）環境庁 「みんなで築くよりよい環境」を求めて

 大藏省印刷局 1988

4）松原寛志 東境教育へのSTS的税占の導入幕境教育

 第2巻第2号 1993
5）文部省 環境教育指導資料（中学校 高等学校編）

 大藏省印刷局 1991

6）佐和隆光 シンポジウム「病める地球とこれからの

 企業社会」基醐報告 1992

7）鈴末書次・原田智代・玉巻佐和子 環境教育とSTS

 教育との関連性についての諸考察

 大阪教育大学紀要 弟5部門 第39巻 第1号 1990

8）字井純・根本順吉・山田国広監修 地球環境の辞典

 三省堂 1992

9）若松征男 アメリカにおけるSTS研究・教育・MITの

 STS教育プログラムを中心に

一15一


